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PCW工法〈自立パネル+軽量盛土工〉エコボックスRE工法擁壁〈エコボックス逆台形式直積み擁壁〉

1．斜面での盛土構造物が経済的に施工できる。

2．壁面は剛性が高く、グランドアンカーの受圧板としても

適用可能（アンカー）。

3．基礎底面幅がW=1m 程度で、施工可能。

4．背面の掘削は最小限、既設構造物は撤去しないで施工

可能。

5．災害復旧工事では早期復旧が可能 (工期が早い )。

●特長

1．経済性
下段には小型サイズのエコボックスを使用し、上段に行くほ
ど大型サイズを積み上げるため、底版幅が小さくなり地山
の掘削が最小となります。よって、地山を大きくカットして擁
壁を構築してから再度埋め戻しをするといった作業がほと
んどなくなり、大変経済的です。
現地発生土を擁壁内に充填するため、土砂の搬入、搬出が
最小限となります。

2．安全性
地山の掘削が最小となるため地山をかき乱すことがなく、
カット法面下での危険作業が大幅に減少します。「道路土工
指針」及び「国土交通省制定土木構造物標準設計」に準拠し
た設計計算となっており、安心してご使用いただけます。

3．施工性
地山の掘削が最小となるため、地山のカットが最小限です
み、大幅な工期短縮が図れます。またプレキャスト製品を積
んでいく簡単な作業のため、熟練工が必要なく、１日５０m2
以上の早い施工が可能となりました。

道路での用途
　•斜面での道路構築工事と路幅拡幅工事
　•道路災害での急速復旧工事
　•護岸工事と道路工事を併用したい工事
　•歩道の拡幅 (交通安全対策工 )
砂斜面の落石防止・崩壊防止での用途
　•落石防止と崩壊防止が同時に必要な急傾斜地
老朽化した橋梁
　•老朽化した橋梁を共用しながら再生する
　•橋梁から耐久性が高く、メンテナンスフリーの盛土構
造物への再生

■平面図

■正面図 ■側面図

PCW工法とは・・・
　現道あるいは現地形を極力、掘削する事なく盛土構造物を
構築するものです。特に斜面上や軟弱地盤上で効果的かつ経
済的な工法で、斜面の覆工としても有効です。
　使用する外壁パネルは自立性が高く、連結方法を改良した事
で高所での作業をより安全、経済的なものとし、裏込材は気泡
混合盛土とする事で、迅速な施工を可能としました。 

エコボックスRE工法擁壁とは・・・
　岩盤等の強固な支持地盤において、下段ブロックよりも控え
の大きなブロックを上段に使用して擁壁前面を垂直に積み上げ
る、道路拡幅に適した擁壁の構築方法です。
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連結鋼棒

補強鉄筋

均しコンクリート

PCWパネル

PCW基礎パネル

砕石

カウンターアンカー

※エコボックスの詳細に関してはP36～39を参照ください。

モルタル吹付工
暗渠排水

基礎埋戻コンクリート　　　

カウンターアンカー　　　
PCW基礎パネル

PCWパネル

補強鉄筋

天端コンクリート

せ
ん
断
ボ
ルト

有効利用できる

▲熊本市西区

もたれ式擁壁ほ場合

天端コンクリート

基礎コンクリート

エコボックス 地山線

地山線

さらに掘削が必要

地盤反力を小さく押さえるため、
最下段にやや大き目のブロック
を使用します。

擁壁底版の反力が許容支持力を
オーバーする場合

（想定線）
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吸出防止材

裏込材

基本形状図

標準断面図

施工用デーハーアンカー
１ｔ×2

標準ＰＣＷパネル 参考重量：440kg 参考施工断面図

外壁基本構造図

NETIS掲載終了
SK-090007-A
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